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事業事前評価表 
 

１．対象事業名 
ベトナム社会主義共和国：国道・省道橋梁改修事業 
（貸付契約調印日：2004年 3月 31日、承諾金額：9,534百万円、 
借入人：ベトナム社会主義共和国政府） 
２．本行が支援することの必要性・妥当性 
ベトナム全土の国道・省道には約 8,300の橋梁（総延長約 220km）があるが、
戦乱による被害や、予算制約による維持･補修不足により、設計強度に満たな
い橋梁が多く、仮設橋梁や老朽化により重量制限が行われている橋梁、更に幅
員が道路規格より大幅に狭い橋梁が多い。このため、安全性及び運輸の効率性
が問題となっており、同国の経済成長のボトルネックともなっている。 
 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 
実質 GDP成長率 5.8％ 4.8％ 6.8％ 6.9％ 7.0％ 

（ベトナム政府発表） 
このような理由から、国道上の 4,131 橋（総延長約 130km）のうち 640 橋

（総延長約 27km）、省道上の 4,218橋（総延長約 94km）のうち 592橋（総延
長約 13km）は架け替えの必要性が極めて高いとされている。 
ベトナムでは、都市間大規模輸送（旅客・貨物）に適した鉄道・内陸水運・
沿岸海運の整備は遅れているため、今後も増加する交通量に対応し且つ交通の
安全を確保するには、これらの老朽化した橋梁の修復、架け替えにより道路ネ
ットワークの効率化を図る必要がある。 
他方、道路・橋梁の維持管理については、老朽化による大規模修理、日常点
検の増加などにより維持管理需要が増大する一方で、予算配分は必要額の 30
～40％程度に過ぎない状況である。今後、維持管理予算の増額が必要であると
ともに、限られた予算を効率的に執行するための橋梁維持管理体制の強化（長
期維持管理計画の策定、維持管理データベースの更新、橋梁検査マニュアルの
整備、人材の育成等）が急務となっている。特に、世界銀行の支援により策定
中である道路維持管理の長期計画に加え、橋梁の維持管理も加えた包括的長期
維持管理計画の策定が必要となっている。 
本行の海外経済協力業務実施方針においても、持続的な経済成長を達成する
ために運輸等の経済インフラ整備が重点支援分野に位置付けられ、また、事業
完成後の運営・維持管理体制の改善に向けた知的協力を実施するとされてお
り、本事業を実施する意義は大きい。    
３．事業の目的等 
本事業は、国道ネットワーク改善及び運輸キャパシティ拡大のため脆弱な橋
梁の架け替えを行うことにより、安全、円滑、かつ信頼できる国道ネットワー
クを確保し、ベトナムの都市部及び農村部の社会経済発展に貢献するものであ
る。 
４．事業の内容 
（１）対象地域名   
ベトナム社会主義共和国全域 
（２）事業概要 
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①全国を対象とした国道（291橋）・地方道路（132橋）の橋梁計 423箇所の
うち、経済性、危険度により選定された 113 の国道橋梁及び 28 の省道橋梁
を適格とし、資金の範囲内で修復・架け替えを実施するとともに、橋梁の効
率的な維持管理体制の整備のためのコンサルティングサービスを実施。改修
対象となる橋梁は長さ 10メートル以下の橋梁（18橋）から 100メートル超
の橋梁（20橋）まで様々であり、最長の橋梁で 328メートルの予定である。 
②橋梁の効率的な維持管理体制の整備のため、1)長期維持管理計画策定等に
必要なデータシステムの整備構築、2)維持管理能力強化（橋梁検査基準の更
新・人材育成・長期維持管理計画策定支援等）を実施。 
（３）総事業費 

12,912百万円（うち円借款対象額 9,534百万円） 
（４）スケジュール 

2004年 10月～2009年 2月（予定） 
（５）実施体制 
ベトナム運輸省（Ministry of Transport：MOT） 

（６）環境及び社会面の配慮 
(a)環境配慮 
①カテゴリ分類 
本事業は、「環境社会配慮確認のための国際協力銀行ガイドライン」（2002
年 4月制定）においては、本行の融資承諾前にサブプロジェクトが特定できず、
かつそのようなサブプロジェクトが環境への影響を持つことが想定されるた
め、カテゴリ FI に該当する。（なお、本事業は同ガイドライン経過期間中の
要請案件であり、本事業に適用される「円借款における環境配慮のためのJBIC
ガイドライン」（99年 10月制定）上は、B種に該当する。） 
②環境許認可 
本事業において適格とされる 141 橋のうち、環境影響評価報告書（EIA）
の作成が必要である橋梁はない。 
③汚染対策 
工事中の大気・水質汚濁の防止について所要の対策がとられる。 
④自然環境面 
環境上影響を受けやすい地域（保護区、原生林等）に存在する橋梁は存在し
ない。但し、仮に影響を受けやすい地域に位置する橋梁が本事業の対象となる
場合は、調達パッケージの入札前に、実施機関により作成され、環境当局によ
り確認された EIA について本行のレビューを受けることが必要とされてい
る。 
⑤社会環境面 
本事業において適格とされる 141 橋のうち、住民移転が必要である橋梁も
あるが、各橋梁については最大でも 30世帯の見込みである。具体的な移転手
続きについては、各事業実施地域の人民委員会に移転補償委員会が設立され、
同委員会が対象住民への説明会を実施し、住民移転手続きが進められる予定で
ある。 

  ⑥その他・モニタリング 
    工事中の環境配慮、住民移転についてモニタリングを実施する。 
（７）その他特記事項 
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特になし。 
５．成果の目標 
（１）評価指標（運用・効果指標） 

(a)年平均日交通量（単位：台／日） 

暦年/橋梁名 Coc  
Pai 

Pan 
Cha Thieu Cau 

Tran 
Song 
Liem 

Dak  
Pri 

Cai  
Mit 

Ba 
Lang 

Phu  
An 1 

Phan 
Ngoc 

Hien A 
現状（2003
年実績値） 730 221 2,948 4,885 724 772 444 4,513 10,960 1,127 

目標（2010
年(*)目標値） 1,803 447 5,458 8,704 1,773 1,863 1,087 9,608 23,444 2,791 

(*)運用開始後 2年 
 (b)所要時間の短縮（単位：時間） 

暦年/橋梁名 Coc  
Pai 

Pan 
Cha Thieu Cau 

Tran 
Song 
Liem 

Dak  
Pri 

Cai  
Mit 

Ba 
Lang 

Phu  
An 1 

Phan 
Ngoc 

Hien A 
目標（2010
年(*)目標値） 0.992 1.708 0.308 0.517 2.242 1.396 1.283 0.550 1.321 0.277 

(*)運用開始後 2年 
（２）内部収益率（EIRR） 
経済的内部収益率：全ての橋梁において 10%以上 
(a)便益： 走行経費の節減、維持管理費用の節減等  
(b)費用： 建設費、運営維持管理費等 
(c)プロジェクトライフ：25年 
６．外部要因リスク 
（１）ベトナム国及び事業対象周辺地域の経済の停滞／悪化 
（２）自然災害(メコンデルタ地方は洪水被害を毎年受ける地域であり、土木工

事の進捗が雨量等に左右されやすい。) 
７．過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 
地方広域での複数サイト型橋梁修復事業の経験として、各地に分散するサ
ブ・プロジェクトに密着した実施管理の重要性が指摘されている。これを踏ま
え、本事業では、実施管理を行うためのコンサルタントを配置し、緊密な事業
実施管理を図る予定である。一方、適切な道路の維持管理の為には、現場担当
者の育成が重要であるという点が指摘されている。これを踏まえ、本事業では、
維持管理の所轄機関であるベトナム道路開発庁（VRA）職員の能力向上をコン
サルティングサービスに含める予定である。 
８．今後の評価計画 
（１）今後の評価に用いる指標 

(a)年平均日交通量(台／日) 
(b)所要時間の短縮（時間） 
（２）今後の評価のタイミング 
事業終了後 

 


